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第総工―１ 消防団詰所・地域防災拠点施設整備工事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 ８ 年 ７ 月 

 

川 上 村 

 

 

 

  



建設工事の請負について、次のとおり（事前審査型）条件付一般競争入札を行いますので、地

方自治法施行令昭和２２年政令第１６号）第１６７条の６及び川上村契約規則（平成９年４月川

上村規則第２号）第２条の規定に基づき公告します。 

 

 令和８年７月２７日 

 

川上村長 泉谷 隆夫 

 

第１ 入札に付する事項 

（１）工事番号   第 総工－１号 
（２）工 事 名   消防団詰所・地域防災拠点施設整備工事 

（３）工事場所   吉野郡川上村大字東川地内 

（４）工事概要   建築工事  延べ面積２１７．７８㎡ 

（５）設計金額   １２１，０２４，２００円 

          （消費税及び地方消費税を含む。） 

 

第２ 入札に参加する者に必要な資格に関する事項 

   以下の（１）（２）に掲げる要件をすべて充足する特定建設工事共同企業体（以下、「共同

企業体」という。）であること。 

（１） 共同企業体の構成員は、以下の条件をすべて満たしていること。 

① 地方自治法施行令第１６７条の４第１項の規定に該当しない者であること。 

② 令和８・９年度川上村入札参加資格登録業者名簿に建築一式工事を希望業種として登

録されており、かつ村外業者は建築一式工事に係る特定建設業の許可を有すること。 

③ 本村内に本店を設けている法人又は本村内に住所を有する個人（以下、「村内業者」と

いう。）にあっては、令和８・９年度川上村入札参加資格審査申請時の経営事項審査結

果通知書において、建築一式工事に係る総合評価値（Ｐ点）の審査を受けていること。

また、村内業者以外の者にあっては、同申請時に経営事項審査結果通知書の建築一式

工事に係る総合評価値（Ｐ点）が７５０点以上であること。 

④ 共同企業体入札参加資格審査申請書及び添付書類の提出期限の日から開札までの期間

において、川上村建設工事等請負契約に係る指名停止措置要綱による指名停止措置を

受けていないこと。 

⑤ 会社更生法（平成１４年法律第１５４号）第１７条の規定による更正手続開始の申立

て（同法附則第２条の規定によりなお従前の例によることとされる更正事件に係る同

法による改正前の会社更生法（昭和２７年法律第１７２号）第３０条の規定による更

正手続開始の申立てを含む。）をしていない者又は申立てをなされていない者であるこ

と。ただし､同法に基づく更生手続開始の決定を受けた者については、更正手続開始の

申立てをしなかった者又は申立てをなされなかった者とみなします。 

⑥ 平成１２年３月３１日以前に民事再生法（平成１１年法律第２２５号）附則第２条に

よる廃止前の和議法（大正１１年法律第７２号）第１２条第１項の規定による和議開

始の申立てをしていない者であること。 

⑦ 平成１２年４月１日以降に民事再生法第２１条の規定による再生手続開始の申立てを

していない者又は申立てをされていない者であること。ただし、同法に基づく再生手

続開始の決定を受けた者であっても、再生計画の認可の決定を受けた者については、

再生手続開始の申立てをしなかった者又は申立てがされなかった者とみなします。 

 

（２） 共同企業体の結成に当たっては、以下の条件をすべて満たしていること。 

   ただし、各構成員は本工事について、２以上の共同企業体の構成員となることはできない。 

① １共同企業体の構成員数は２社で、構成員のうち１社は村内業者であり、他の１社は

奈良県内の村内業者以外の者であること。 



② １構成員あたりの出資比率は、３０％以上であること。 

③ 代表者の出資比率は、構成員中最大であること。 

④ 代表者は、有効な監理技術者資格者証（建築一式）及び監理技術者講習修了者の交付を

受けた監理技術者を本工事の現場に専任で配置できること。 

⑤ 共同企業体の経営形態は、共同施工方式によるものであること。 

 

第３ 入札参加資格審査申請手続き 

本入札に参加を希望する共同企業体は、以下のとおり共同企業体入札参加資格審査申請書

及び添付書類（以下、「申請書類」という。）を本村に提出し、資格審査を受けなければなら

ない。なお、期限までに申請書類を提出しない共同企業体又は入札参加資格がないと認めら

れた共同企業体は、本入札に参加することはできない。 

（１） 申請書類の配布（無料） 

① 配布期間   令和８年７月２７日（月）から 

令和８年８月 ７日（金）まで（但し、閉庁日は除く） 

配布時間は午前９時から午後５時 

② 配布場所    奈良県吉野郡川上村大字迫１３３５番地の７ 

             川上村役場 林業建設課 

             電話：０７４６－５２－０１１１(代) 

     もしくは、上記の期間、奈良県川上村ホームページ(行政情報)からダウンロードにて

入手できるものとする。 

     http://www.vill.kawakami.nara.jp/life/ 

 

（２） 申請書類の提出及び受付 

① 申請書類の提出は持参に限るものとし、郵送又は電送等、他の方法によるものは受付

けない。なお、提出された申請書類は返却しない。 

② 受付期間    令和８年７月２７日（月）から 

令和８年８月 ７日（金）まで（但し、閉庁日は除く） 

           受付時間は午前９時から午後５時 

③ 受付場所    川上村役場 林業建設課 

 

（３） 入札参加資格の審査結果及び入札資料の配布 

入札参加資格の審査結果は、後日、入札参加資格確認通知書にて通知し、さらに入札参

加資格を有すると認められた共同企業体には、同時に入札資料配布通知書を送付する。 

ただし、通知、送付については、共同企業体の代表者にＦＡＸで行い、入札（現場） 

説明会は行わない。 

なお、入札資料の配布日時、方法については、入札資料配布通知書で確認すること。 

 

第４ 設計図書等に対する質疑 

（１）設計図書等に対する質疑がある場合は、期限までに工事名、会社名、質疑内容、連絡先、

担当者等の必要事項を記入した質疑書（様式自由）をＦＡＸまたはＥ—mail にて提出するこ

と。 

① 受付期間  令和８年８月１９日（水）から 

令和８年８月２１日（金）午後５時まで 

② 受付場所  川上村役場 林業建設課 

           ＦＡＸ： ０７４６－５２－０３４５ 

           E-mail：rinken@vill.nara-kawakami.lg.jp 

  

（２）質疑に対する回答は以下のとおりとし、原則として、回答は質疑があった者のみとする。 

① 回答日   令和８年８月２４日（月） 



② 回答方法  原則、質疑者のみに書面にて回答。 

 

第５ 入札方法 

（１） 入札の方法は、川上村建設工事等入札執行要領に基づく郵便入札とする。郵送は簡易書

留による郵送とし、持参、宅配便、電報またはＦＡＸ等によるものは認めない。 

 

（２）落札決定にあたっては、入札書に記載された金額に当該金額の１００分の１０に相当する

金額を加算した金額（当該金額に１円未満の端数があるときは、その端数金額を切り捨てた

金額）をもって落札価格とするので、入札者は、消費税に係る課税事業者であるか免税事業

者であるかを問わず、見積った契約希望金額の１１０分の１００に相当する金額を入札書

に記載すること。 

 

（３）地方自治法施行令第１６７条の１０第２項の規定に基づき、最低制限価格を設けるので、

その価格を下回った者は失格（落札外）とする。 

 

（４）入札回数は１回とする。 

 

（５）入札参加資格確認通知書において入札参加資格を有すると認められた場合でも、書類の不

備等により、本案件の開札日において入札に参加する者に必要な要件を充足しない者は、本

工事の入札参加資格を取り消す。 

 

（６）入札参加者が１者となった場合においても、入札（開札）は有効とする。 

 

（７）入札参加者が改札の立会いを希望する場合には、開札立会申請書（様式８）を開札日前日

の正午までに川上村役場林業建設課にＦＡＸにて送付する。開札立会人は２名までとし、希

望者が３名以上の場合は開札立会申請書の先着順とする。 

   なお、開札立会申請書を提出後、開札日までに林業建設課より連絡のない場合は立会いを

了承したものとする。また、立会いを希望する者がいない又は２名より不足する場合には入

札執行事務に関係のない川上村職員が立会いを行う。 

 

第６ 入札（開札）執行の日時、場所等 

（１） 入札書等の提出 

① 提出方法  迫郵便局留めの簡易書留 

② 到着期限  令和８年９月１日（火） 

③ 提出書類  入札書及び入札金額の内訳を示す工事費内訳書 

④ 提 出 先  〒６３９－３５５３ 川上村 迫郵便局留め 

         川上村長 泉谷 隆夫 宛 （親展） 

 

（２） 開札日時   

令和８年９月２日（水）午前１０時 

 

（３） 開札場所   

奈良県吉野郡川上村大字迫１３３５番地の７ 

        川上村役場 ２階 第２会議室 

 

第７ 入札保証金及び契約保証金 

（１）入札保証金 

    免除する。 

（２）契約保証金 



    落札者は、この契約締結と同時に、請負契約の債務不履行に備え、工事の完成を確保するた

めの保証に付さなければならない。 

    保証方式は金銭的保証とする。 

 

ａ．保証を要する工事 …  予定価格が５,０００万円以上のものは、全て対象とする。 

             共同企業体で受注の場合も必要。 

 

ｂ．履 行 保 証 措 置 … 下記のいずれかの方法による保証を行うこと。 

（１）銀 行 保 証（銀行等） 

（２）公 共 工 事 契 約 保 証（建設業保証㈱の各社） 

（３）公 共 工 事 履 行 保 証（損害保険会社） 

（４）履行保証保険契約の締結（損害保険会社）…保険証券を寄託のこと。 

 ※保証（保険）期間には、契約日を含む。 

 

ｃ．保証金額または保険金額 … 請負代金額の１０％以上 

 

その他、川上村契約規則に準ずる。 

 

第８ 工事費内訳書の提出 

 入札に際し、入札書に記載される入札金額に対応した工事費内訳書の提出を求める。 

 

第９ 入札の無効 

本公告に示した入札参加資格のない者が行った入札、申請書類に虚偽の記載をした者が行

った入札、入札書に不備がある入札、工事費内訳書の提出が無い又は、工事費内訳書に不備

がある入札、その他、川上村契約規則、川上村建設工事等入札執行要領及び本工事の入札要

領に示した条件等、入札に関する条件に違反した入札は無効とする。 

 

第１０ 契約の締結 

（１）契約書を作成する。 

（２）本工事の契約締結については、川上村議会の議決を要するため、落札者と仮契約を締結し、

当該議決を得た後に本契約とする。 

 

第１１ 支払条件 

 ・前払金（請負代金額の４０％以内） 

 ・中間前払金（請負金額の２０％以内） 

 ・部分払い（１回）ただし、中間前払金を選択した場合は、請求できない。 

 ・精算払い（残額） 

 

第１２ その他 

    川上村建設工事等入札執行心得を順守すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 


